
ネットゼロへの道
ネットゼロとは何を意味するのでしょうか？組織が行
動を起こした場合のメリットは何なのでしょうか？ 
また組織はどのようにネットゼロを実現するので
しょうか？持続可能性に関するレポートを 3 部 
シリーズにわたってご紹介させていただきます。
本レポートは第 1 部になります。

第 1 部 ― 基本を理解する



気候変動に関する政府間
パネル（IPCC）第 6 次評
価 報 告 書（AR6） 1 の メ ッ
セージは非常に明確に記載
されています。人々の活動
によって地球の温暖化が進
み、地球温暖化を管理す
るためには、二酸化炭素

（CO2）の累積排出量を少
なくともネットゼロに限定
する一方、他の温室効果ガ
ス（GHG）の排出も削減
する必要があります。

地球温暖化をパリ協定 2 の目標である
1.5℃に維持し、気候変動に伴う破壊的
な影響を削減するためには、2050 年
までに世界の GHG 排出量ネットゼロ
を実現する必要があります。仮に何も
行動を起こさなければ、世界中のあら
ゆる地域で極端な気象や気候の発生頻
度が上昇し、その影響はさらに深刻に
なります。

ネットゼロとは、ある期間について、
排出される温室効果ガスと大気から除
去される排出量のバランスを取ること
を意味します。現在は、世界中の政府
や組織がネットゼロ目標を設定してい
ますが、目標の設定方法とネットゼロ
に対する意味合いの違いのいくつかを
理解することが重要です。

第一に、ネットゼロとは、CO2 だけで
なく、すべての GHG に対処する必要
があることです。CO2 のみに対処する
目標は問題全体に対処しているもので
はなく、「カーボンゼロ」とみなすこと
ができるだけです。

二つ目の変数は達成期限です。パリ協
定では 2050 年を達成期限と定めてい
ます。この期限を過ぎてネットゼロを
実現する目標は地球温暖化を 1.5℃に
抑えることへの貢献が不十分とみなさ
れますが、それでも具体的な期限の定
めがない「カーボンニュートラル」と
みなすことはできます。

第三に、目標にしている排出の適用範
囲について考慮する必要があります。
スコープ 1、スコープ 2、スコープ 3
という概念は GHG プロトコル 3 で導

入され、複数の組織が同じスコープ内
で同一の排出を計算に入れることがな
いよう慎重に定義されています。

スコープ 1 は、企業が所有または管理
している発生源からの直接的な排出の
ことで、ボイラーの定常燃焼、プロセ
ス排出や事業用自動車からの移動排出
などが含まれます。スコープ 2 は、企
業が使用する電力からの間接的な排出
を算出したものです。スコープ 3 は、
企業活動に伴って発生しますが、所有
や管理が及ばない発生源から生まれる
他の間接的な排出のすべてを対象にし
ています。この中には、購入した物品、
製品の使用中に発生した廃棄物や排出
が含まれることがあります。

1 �気候変動 2021。物理学の基礎。気候変動に関する政府間
パネルの第 6 次評価報告書に対する第 1 作業部会の寄稿。

2 パリ協定。国連 2015 年。

3 �温室効果ガスプロトコル。事業者排出量算定報告基準。
改訂版
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ネットゼロへの道 – 重要な 4 つの検討事項
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言うまでもなく、スコープ 1 とスコー
プ 2 の目標設定は比較的容易ですが、
組織の排出の大半は多くの場合スコー
プ 3 サプライチェーン内で行われます。
ネットゼロを目標にしている場合には
これらの排出を対象にする必要があり、
組織の境界に関する率直な評価によっ
て、GHG の排出を完全に把握し、重大
な発生源を除外しないように努める必
要があります。

とりわけ特定のセクターでは、絶対的
なゼロ回避（または「グロスゼロ」）に
向けて排出を削減することは現実的で
はなく、またコスト効率も良くないた
め、ネットゼロによって除去できない
排出をオフセットすることができます。
この場合、オフセットの厳格性につい
ても同様に慎重な考慮が必要です。

残念ながら、オフセットはすべてが均
等ではなく、プロセスを厳格にする場
合には慎重な検討が必要な要因が多く
あり、独立した第三者の検証を通じて
これらを個別に確認する必要がありま
す。

	• オフセットは、いずれにせよ発生す
るものに対して、追加的であること
を確認する

	• オフセットは永久的なカーボン除去
をもたらすものでなければならない
こと

	• オフセットが、排出が別の場所に移
動するだけのカーボンリーケージを
生じさせてはならないこと

	• 独立した信頼できる登録簿を通じ
て、ダブルカウントを防止すべきで
あること

オフセットの供給源は数多くあり、
PAS 20604 ではオフセットの基準を満
たすものとして認められているリスト
を提供しています。これらのリストは、
様々な地域、様々な環境・社会的便益、
様々な種類のプロジェクトに基づいて
おり、組織はそれぞれの原則、市場お
よび倫理に最も合致したオフセット方
法を選択できるようになっています。

このように、ネットゼロへ
の挑戦は、目標を設定する
にしても複雑で、思考・リ
ソース・計画を必要としま
す。しかし、潜在的なビジ
ネス上のメリットがあるこ
とは明らかです。
政府は、規制や課税を通じて経済の脱
炭素化を実現する政策を設定してきて
おり、今後も設定を続ける意向です。
最終的には環境問題はあらゆるセク
ター全体で組織の財政上の懸念事項に

なってきます。排出量の見直しと削減
は、エネルギー、原材料、時間など、
システムの浪費を削減する手段の一つ
で、ビジネスをより効率的にコスト効
果を高めるための手段です。気候変動
によってもたらされるリスクと機会を
分析することによって、持続可能な新
しい機会が生まれ、競争上の優位性を
生み出すとともに、ブランド価値を高
めることができます。また、グローバ
ルサプライチェーンとシステムが、い
かに脆弱であるかを、私たちははっき
りと目のあたりにしてきました。サプ
ライチェーン内で協力を推進し、現地
での関係構築を検討することは、排出
量を削減するだけでなく、コストを削
減し、サプライチェーンの安全性を強
化することもできます。

気候変動問題は必須であり、ビジネス
において行動を起こさねばならない理
由は山ほどあります。企業が複雑な状
況を打破し、重要な第一歩を踏み出せ
るようになることが極めて重要なので
す。このシリーズの第二部と第三部で
は、ネットゼロに向けた最善のアプロー
チのほか、将来を見据えた持続可能な
ビジネスへの旅をサポートするための
基準や指針について検討します。

4 �PAS 2060：2014 年。カーボンニュートラルを証明す
るための仕様書。

LRQA の検証サービスはお客さまに
よる管理を支援し、持続可能性とい
う課題のあらゆる側面において、前
向きな変化と透明性の向上を促進し
ます。

LRQA の各分野のスペシャリストは
カーボンマネジメントに関する幅広い
専門知識を駆使して、コンプライアン
スを証明するとともに、お客様のカー
ボン排出量を正確に検証し、お客様の
組織とサプライチェーン全般にわたる
バリューチェーン全体の GHG 排出量
の削減を支援します。

LRQA の検証サービスは、世界の主要
な規格や制度、またはお客様特有の要
求事項に基づいた特注のプログラムを
通じて提供され、より持続可能な未来
への取り組みをサポートします。

詳細情報については
https://www.lrqa.com/ja-jp/
にアクセスしてください

LRQA がお客様の組織を支援できる方法
について 
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